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黒
野
校
区
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

気
持
ち
も
新
た
に
新
春

を
、
お
迎
え
に
な
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
昨

年
二
月
頃
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
を
受

け
、
私
達
の
社
会
、
経
済
、
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
迄
に
経
験
し

な
か
っ
た
の
が
現
実
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
皆
様

は
黒
野
の
若
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

ま
し
た
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
若
い
力
で
コ

ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
社
会
全
体
で
考
え
打
ち
勝
っ

て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
も
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
起
き
ま
し
た
。「
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
」
と
の
こ
と
わ
ざ
は
通
用
し
ま
せ

ん
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
地
震
、
台
風
等
々
か
ら
身
を

守
る
た
め
、
日
頃
よ
り
防
災
訓
練
が
必
要
で
す
。

災
害
か
ら
人
命
や
家
屋
を
守
る
た
め
、
要
支
援
者

や
弱
者
を
守
る
た
め
社
会
福
祉
か
ら
も
調
査
な
ど

行
い
ま
し
た
。
又
、
防
災
訓
練
と
し
て
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
十
三
町
内
で
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
早
朝
よ
り
、
検

温
、
現
場
か
ら
の
状
況
の
報
告
、
避
難
所
の
設
営
、

各
種
災
害
時
に
使
う
機
材
の
説
明
、
使
い
方
の
訓

練
、
緊
急
時
の
弱
者
へ
の
声
か
け
、
見
守
り
等
に

も
今
後
は
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
当
地
区
は
二
〇
二
四
年
に
東
海
環
状
自
動

車
道
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
が
見
込
ま
れ

て
お
り
周
辺
に
は
岐
阜
大
学
、
附
属
病
院
、
県
家

畜
保
健
衛
生
所
、
岐
阜
薬
科
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

統
合
も
あ
り
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
促

進
が
出
来
る
よ
う
黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
中

に「
I
C　

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
」を
設

立
、
将
来
像
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
描
き
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
シ
テ
ィ
ー
構
想
を
研
究
、
勉
強
し
各
方
面
の
皆
様

か
ら
、
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
革
の
時
期
に
諸
課
題
を
ま
と
め
取
り
組

ん
で
行
く
と
共
に
当
地
区
の
安
心
、
安
全
、
社
会

福
祉
向
上
の
た
め
関
係
諸
機
関
に
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
働
き
か
け
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
支

援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

　黒野校区の皆様、新年明けましておめで
とうございます。幸多き新春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。

　また今年も多くの皆様が輝かしい新春に成人式を迎えられる
こととなります。心よりお祝い申し上げますとともに、社会人と
しての更なる飛躍を祈念いたします。
　さて昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、
私たちの生活は一変してしまい、「我慢」の1年となってしまいま
した。
　未だ新型コロナウイルス感染症の終息は見通せず、引き続
き、感染拡大予防対策にしっかりと取り組む必要がありますが、
そうした中でも、明るい未来があります。
　黒野校区には、2024年には（仮称）岐阜インターチェンジが
開設され、その後、2027年には岐阜薬科大学の新キャンパス
が整備される計画が進んでおり、こうした計画を好機と捉え、
製薬企業や研修所を誘致し、黒野校区が、本県のライフサイ
エンス拠点に変貌を遂げるチャンスにも恵まれようとしています。
　コロナ禍にあっても逆境をチャンスに変えていけるよう、新た
な時代を見据え、地元黒野校区と県とのパイプ役として皆様
と共に魅力ある地域づくりに取り組んでまいりますので、ご指
導の程よろしくお願い申し上げます。
　末筆ながら、今年1年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し
上げ、新年のご挨拶といたします。

新 年 を 迎 え て
岐阜県議会議員　平野恭子

　黒野地区の皆様、新年明けましておめでとう
ございます。よき新年をお迎えのことと、お慶び
申し上げます。

　また、今年も多くの若人が成人式を迎えられ、大人の仲間入りを
されます。新成人となられます皆様、おめでとうございます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルスに始まり、新型コロナウイルスで終
わるという、過去に類を見ない大変な一年になってしまいました。
　今年は、昨年開催予定であった東京オリンピック・パラリンピックが、ま
た、岐阜県で初めての６０歳以上の方 を々中心とした全国健康福祉祭ぎ
ふ大会（ねんりんピック）が、一年遅れで開催される予定となっています。
　さて、コロナ禍という大変な環境下でも、黒野地区を通過する東
海環状自動車道の整備工事は、順調に進んでおります。昨年３月
２０日には、関広見インターチェンジと山県インターチェンジ間が開通し
ました。あとは、山県インターチェンジと大野神戸インターチェンジ間
のみとなりました。また、今年は、いよいよ御望山のトンネル掘削工
事が始まります。4年後には、（仮称）岐阜インターチェンジが開通し
ます。当地区にとって、このインターチェンジ周辺のまちづくりが大変
重要であり、待ったなしの時期になりつつあります。そのまちづくり
の諸課題と当地区の西に位置する黒野北団地の再整備を、皆様
と共にしっかりと取り組んで参ります。
　最後になりましたが、新型コロナウイルス感染が一日も早く終息す
ることを願うとともに、今年一年の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申
し上げ、新年のご挨拶といたします。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒田育宏

東海環状道 黒野地域近況 国土交通省提供　令和2年11月15日撮影

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
西
　
垣
　
　
　
薫

謹
賀
新
年 
令
和
三
年
新
春
に
当
た
り
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東海環状自動車道　（仮称）岐阜IC周辺工事進捗
令和2年11月15日現在

提供　国土交通省　岐阜国道事務所・東海環状自動車道出張所

現在の処建設工事は順調に進んでいるとのことです。（国土交通省談）

市道黒野8号線を北方面（広報部写）

ＩＣ中央付近北を望む

城田寺側より
御望山方面

城田寺方面

御望山側より城田寺方面 御望山トンネル東口橋脚（広報部写）

御望山から城田寺方面（広報部写）
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黒
野
・
西
郷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
以
来
12

年
目
で
、
乗
車
15
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
7
月
27
日
下
鵜

飼
黒
野
会
館
で
柴
橋
正
直
岐
阜
市
長
を
迎
え
、
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。

　

15
万
人
目
と
な
っ
た
黒

野
コ
ー
ポ
の
サ
ル
カ
ル
・

コ
ミ
カ
さ
ん（
40
）、
前
後

に
乗
車
の
竹
澤
起
代
子
さ

ん（
70
）、
伊
藤
政
代
さ
ん

（
63
）は
記
念
品
を
受
け
取

り
市
長
と
共
に
く
す
玉
割

り
を
し
ま
し
た
。

　

城
跡
の
北
西
、土
塁
に
自
生
し
た
樹
木
は
、

岐
阜
市
公
園
整
備
課
に
よ
り
伐
採
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
木
は
野
鳥
の
糞
に
混
じ
っ
た
木
の

種
か
ら
生
え
た
物
で
月
日
と
共
に
大
き
く

育
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
大
木
に
な
る
と
土
塁
を
隠
し
城

郭
の
景
観
を
損
な
う
為
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
西
虎
口
入
り
口
は
バ
リ
カ
ー
を
城
跡

内
の
東
へ
移
設
、

外
来
者
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
黒
野
地
域
東
ブ
ロ
ッ
ク
13
町
内
が
主
体
と
な
る

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
避
難
場
所
か
ら
避
難
所
へ
の
交
信
訓
練

◎
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
確
認
、
避
難
所
開
設
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
机
上
訓
練

◎
避
難
所
間
仕
切
り
テ
ン
ト
の
設
置
訓
練

◎
浄
水
機
の
作
動
訓
練

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
訓

練
は
自
治
会
長
、
自

主
防
災
総
代
の
み
で

机
上
訓
練
を
主
体
と

し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度

黒
野
地
域（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）防
災
訓
練
実
施

令
和
二
年
十
一
月

日
時 

令
和
2
年
10
月
25
日
　
　
場
所 

黒
野
小
学
校
避
難
所

青色回転灯車活動記 黒
野･

西
郷
地
区

コ
ミ
バ
ス
乗
車
15
万
人
を
達
成

黒
野
城
跡
便
り

浄水機作動

避難所
屋内テント設置 避難所開設受講

伐採前の樹木

土塁樹木伐採後

　令和元年（平成31年）1月23日の新車出発式
以来青パト「通守」さんは、黒野小学校登校日に
は欠かさず校区の巡回活動を行っていました。
通守さんは昨年コロナ禍で2ヶ月ほど小学校が
休業となった時、黒野会館駐車場で寂しそうに
していました。でも、小学校が開始になり子ど
もたちの明かるい声が聞こえて来ると、通守さ
んは又、元気に町中
に飛び出して行きま
した。
　皆さん元気でコロ
ナに負けないよう頑
張りましょう。

　黒野地区くらしの安全推進委員会

外来者用駐車スペース
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
次
の
行
事
が
中

止
、
自
粛
と
な
り
ま
し
た
。

◆
五
月
三
十
日

　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
自
粛

◆
九
月
二
十
一
日

　
敬
老
祝
賀
会
中
止

◆
十
一
月
三
日
～
四
日

　
校
区
文
化
祭
中
止

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　
自
治
会
長
十
一
年
歴
任

	

矢
田　

孝
二

　
内
助
の
功	
矢
田　

枝
磨

●
岐
阜
市
長
感
謝
状

　
自
治
会
長
五
年
歴
任

	

吉
田　

光
夫

●
岐
阜
市
地
域
安
全
功
労
者

　
岐
阜
市
長
表
彰

　
地
域
安
全
功
労
者
十
年

	

西
垣　
　

薫

●
岐
阜
市
地
域
安
全
功
労
者

　
岐
阜
北
警
察
署
長
表
彰

　
地
域
安
全
活
動
三
年

	

伊
藤　

昌
平

令
和
二
年
度

住
民
自
治
市
長
感
謝
状
受
賞
者

岐
阜
市
地
域
安
全
功
労
者

（
敬
称
略
）

◦
七
月
二
十
七
日

　
黒
野･
西
郷
地
区

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
営
協
議
会

　
乗
車
十
五
万
人
達
成
記
念
式
典
催
行

岐
阜
市
長
臨
席

◦
八
月
三
日

　
岐
阜
市
長
と
語
る
会
開
催

自
治
会
連
合
会
役
員
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
関
係
者

黒
野
会
館

◦
八
月
二
十
七
日
　

　
八
月
二
十
八
日

　
青
パ
ト
運
転
者
講
習
会
実
施

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為
二
回

に
分
け
て
開
催

黒
野
会
館　

九
十
一
名

◦
十
月
二
十
五
日

　
黒
野（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）十
三
町
内

　
自
主
防
災
訓
練
実
施

自
治
会
長･

自
主
防
災
総
代

総
員
五
十
四
名
参
集

机
上
訓
練
・
避
難
所
訓
練

◦
十
一
月
二
十
二
日

　
町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
運
動

集
合
型
参
加
を
避
け
分
散
型
で

実
施

各
町
内
ご
と
自
主
参
加

◦
令
和
二
年
度

　『
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
会
』

　
　

令
和
三
年
一
月
十
日（
日
）　　

　
　

午
前
十
時
三
十
分
開
始

　
　

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
席
予
定
者　

九
十
一
名

令
和
二
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

愛　

知　

ま
ど
か

青

山

玲

奈

東　
　
　

英
莉
奈

新

井

麗

恩

A
N

　

C
H

A
N

五
十
嵐　

秀　

太

生

川

敏

希

伊

藤

皓

貴

伊

藤

侑

真

伊

藤

良

輔

井

上

富

貴

今

井

佳

純

今

井

準

人

岩

崎

琉

那

梅

本

美

優

小
木
曽　

守　

洋

小

倉

玲

男

尾

宅

成

央

可

知

洋

行

勝

目

雄

大

加

藤　
　

諒

神

谷

那

月

河　

合　

駿
次
郎

河　

合　

菜
々
美

川

合

帆

風

河

合

真

成

川

口

莉

奈

川

嶋

梨

湖

河

田

百

恵

川

端

海

仁

北

岡

優

里

北

村

紗

也

北

村

珠

梨

北

村

海

豊

金

城

伸

助

金

原

涼

菜

久

世

航

己

久

世

翔

大

久

世

望

未

工　

藤　

笑
莉
樺

國

井

爽

希

國

島

健

人

國

島

沙

織

桒

山

結

衣

神

野

陽

己

神

山

大

輝

小　

林　

萌
々
香

郷　
　

隼

人

後

藤

大

輝

後

藤

洋

輔

坂　

口　

慎
太
朗

佐

合

一

輝

佐
々
木　
　
　

隼

笹

田

太

陽
SATO FUETA
CINTHIA AYUM

I

佐

野

俊

輔

篠

田　
　

琳

柴　
　

美

優

柴

田

守

晟

島

塚

未

来

島

部

竜

人

清　

水　

陽
加
瑠

白

木　
　

歩

白

木

基

嗣

白

木

友

梨

末

永

知

也

杉

浦

颯

真

鈴

木

涼

哉

相

馬

一

輝

高

井

珠

里

田

辺　
　

歩

谷　

上　

穂
乃
花

CHOI M
INSEOK

塚

本

美

咲

辻

本

泰

成

土

田

侑

奈

D
EW

I Y
U

N
IA

TI

所　
　

柚

芽

戸

田

麻

帆

鳥

居

仁

雲

土

井

蒼

馬

内

藤

百

嶺

西

垣

萌

子

西

垣

優

生

錦

見

有

香

西

俣

彩

花

野

口

楽

翔

橋　

爪　

慎
之
輔

長
谷
川　

月　

菜

長
谷
部　

若　

菜

羽

渕

柊

志

早

川

綾

香

早

川

嶺

音

林　
　

亜

記

林　
　

貫

太

林　
　

萌

香

早

田

純

菜

檜　

田　

夕
梨
香

平

下

直

志

平　

鍋　

沙
也
伽

平　

野　

賢
次
郎

廣　

瀬　

恭
之
介

伏

屋

竜

輔

前
武
當　

琉　

輝

牧

野

睦

未

松

井

智

尋

松

井

未

来

松

岡

絢

音

丸

川

晃

平

水

井　
　

涼

三

宅

知

央

武

藤

陽

花

村

上

達

哉

村

川

奈

美

村

瀬

晴

哉

森　
　
　

丈
太
朗

森　
　

巧

光

守

田

俊

輔

森

田

真

衣

八

代

理

子

矢

島

宗

弥

山

口

留

依

山　

田　

み
れ
い

吉

田

凱

闘

吉

田

淑

乃

吉

村

季

恵

米

澤

快

都

若

山

広

佳

若

山

康

人

脇　

川　

比
奈
太

渡

邊

梨

乃

藤

村　
　

零

佐

藤

雅

也

宇
留
野　
　
　

楓

横

山

晃

大

寺

田　
　

丈

岩

本

麗

奈

島

部

達

哉

大

塚

俊

輝

大

塚

勇

輝

西

垣

明

紀

大　

熊　

優
二
郞

西　

垣　

潤
之
輔

野

田　
　

楓

長

屋

涼

香

堀　
　

有

希

堀

部

萌

衣

令和2年度
 『新成人を祝い励ます会』開催

令和3年1月10日（日）午前10:30〜
西部コミュニティセンター

成人式招待者149名（出席予定者91名）
令和2年12月1日現在

※該当者は、平成12年4月2日から翌年の平成13年4月1日まで
に生まれた方です。

編 

集 

後 

記

　

令
和
二
年
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」
が
世
界
中
に
拡
散
し
、
医
療
、

産
業
、
日
常
生
活
な
ど
、
す
べ
て
が
大

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
終
息
は
考
え
ら

れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
状

況
を
鑑
み
乍
ら
行
政
の
指
導
と
共
に
、

適
宜
行
事
等
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
自
治
会
連
合
会

事
務
局
長
　
澤
島
勝
美
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第  37  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

◦同じ地域に住む者同士として、つながりを深めていくため
◦お互いに知っている情報を共有して、どうしたらいいか話し合ってい
こうとするもの
◦子供や孫にもその大切さを引き継いで知ってもらい、暮らしやすい地
域にしていくため

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

9
月
25
日（
金
）午
後
7
時
30
分
～

黒
野
会
館
に
て
岐
阜
市
社
会
福
祉
協

議
会（
加
藤
里
美
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）を
講
師
に
迎
え
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

平
日
の
夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

43
名
の
参
加
者
が
あ
り
有
意
義
な
研

修
会
で
し
た
。

支え合いマップづくり事業とは支え合いマップづくり事業とは

目的は、お互いの
　支え合いづくりのため



第 37 号	 令和3年1月1日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

総額 162,000円総額 162,000円総額 162,000円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、

令
和
元
年
六
月
四
日（
火
）

に
、
岐
阜
県
高
山
市
の
別

院
に
て
「
中
村
久
子
女
史

の
お
話
」を
聞
き
ま
し
た
。

両
手
が
無
く
苦
労
を
し
た

人
生
の
お
話
で
、
皆
さ
ん

感
銘
を
受
け
た
講
和
で
し

た
。 高

山
別
院
の
研
修
旅
行
を
実
施

　

令
和
二
年
度「
日
本
赤
十
字
社
募
金
」

「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳
末
助
け

合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会
を
は
じ

め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に
募
金
活

動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

芳
悠
会
野
々
村
医
院
、
西
村
歯
科
医

院
、
み
な
が
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
㈱
ハ

イ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
じ
た
、㈱
杉
山
興
業
、

西
部
大
成
牧
場（
北
岡
作
一
）、
ナ
オ

ミ
美
容
室
、
立
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
Ｇ

Ａ
設
計
事
務
所
、
ひ
ろ
せ
内
科
、
岐

北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
小
河
建
設
㈱
、
㈾

山
源
商
店
、
黒
野
自
動
車
、
㈱
マ
イ

ン
ド
松
井
、
平
野
薬
局
、
味
処
貴
久

家
、
㈱
た
か
さ
ご
、
㈱
む
つ
み
、
杉

山
光
子
、
久
世
工
業
㈱
、
㈲
岐
阜
大

学
前
不
動
産
、
㈱
ゲ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
寿
司
処
勘
兵
衛
、
㈱
さ
つ

き
や
酒
店
、丸
幸
製
菓
㈱
、国
島
リ
ー

ス
㈲
、
島
部
呉
服
店
、
三
新
ガ
ラ
ス

㈱
、
㈱
宇
野
商
会
、
建
友
設
備
、
㈱

Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
、
市
川
会
計
事
務
所
、

㈲
棚
橋
保
険
事
務
所
、
今
井
モ
ー

タ
ー
ス
、
㈲
武
川
電
機
、
久
世
商
事

㈲
、
中
部
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
喫
茶
た
い
よ
う
、
華
井
プ
ラ
工

業
㈲
、
㈲
新
茂
重
機
、
宇
野
靖
子
、

三
洋
化
学
工
業
㈱
、
岐
大
建
設
㈱
、

ベ
ル
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
黒
野
、
新

光
電
機
工
業
㈱
、
戸
川
新
聞
店
、
国

島
タ
バ
コ
店（
国
島
敏
彦
）、
テ
ル

ミ
ー
美
容
室
、
河
合
保
険
調
剤
薬
局

（
順
不
同
敬
称
略
）

民
生
委
員
の
方
々
の

ご
協
力
あ
り
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第  14  号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　

令
和
2
年
4
月
11
日
に
総
会
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
急
遽
、
初

め
て
の
書
面
表
決
に
よ
り
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
議
案
書
を
委
員
62

名
に
郵
送
し
、
議
案
毎
に
賛
否
を
記
入

し
回
答
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
回
答
者

数
59
名
で
全
議
案
と
も
大
多
数
の
賛
成

に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
部
会
の
主
な
事
業
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
の
た
め
ほ
と
ん
ど

が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
】

◦
夜
間
青
パ
ト
巡
回
活
動
の
継
続

◦
防
災
倉
庫
の
資
機
材
取
り
扱
い
訓
練

【
福
祉
・
教
育
部
会
】

◦
高
齢
者
見
守
り（
マ
ッ
プ
作
り
と
救

急
キ
ッ
ト
の
配
布
）

◦
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
の
開
催

◦「
夕
涼
み
会
」運
営
に
参
画
し
協
力

【
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
】

◦
第
7
回　

黒
野
歴
史
探
訪

	

（
御
望
地
区
）

◦
第
7
回　

黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会

	

（
8
月
5
日
）

【
I
C
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
】

◦
I
C
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
を
協
議

し
、
岐
阜
市
と
協
働
に
よ
り
推
進
す
る
。

自
主
防
災
訓
練
に

合
わ
せ
て
災
害
時
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
の

訓
練
を
し
ま
し
た
。

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
総
会
は

書
面
表
決
に
よ
り
開
催

　

次
の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

会　
　

長　
　

西
垣　
　

薫

（
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
長
）

　

副
会
長　
　

堀
田　

啓
二

（
福
祉
・
教
育
部
会
長
）

　

副
会
長　
　

神
山　

富
雄

（
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長
）

※
副
会
長　
　

白
木　

義
高

（
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
長
）

※
副
会
長　
　

黒
田
富
貴
子

　
　

〃　
　
　

工
藤　

治
示

　
　

〃　
　
　

市
川　

妙
子

　
　

〃　
　
　

笹
田　

良
司

　
　

〃　
　
　

河
口　

耕
三

　

会　
　

計　
　

池
本　

孝
夫

※
監　
　

事　
　

郷　

侑
二
郎

　
　

〃　
　
　

松
井　

直
樹

　

事
務
局
長　
　

玉
木　

政
芳

　

  

〃  

次
長　
　

島
塚　

正
治

（
※
は
新
任
で
す
）

　

10
月
25
日
黒
野
東
地
域
自
主
防
災
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の

な
か
で
災
害
情
報
と
し
て
次
の
よ
う
な

情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

・
避
難
所
が
黒
野
会
館
と
黒
野
小

学
校
体
育
館
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
電
気
が
使
え
な
い
町
内
も
あ
り

ま
す
。
ス
マ
ホ
の
充
電
を
避
難

所
で
出
来
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

　

ま
た
、
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
参
加
者

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」

を
開
い
て
頂
き
、
発
信
内
容
を
確
認
し

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
災
害
時
の
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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岐
阜
I
C（
仮
称
）か
ら
山
県
I
C
に
向
け

て
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
10
月
25
日
現
在
で
は
、
本
坑
が
全
長

4
，9
3
0m
の
51
％
、
避
難
坑
が
64
％
の

進
捗
と
の
こ
と
で
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

御
望
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
開
始
は
来
春
に

予
定
さ
れ
て
い
て
現
在
、
掘
削
開
始
に
向
け

た
準
備
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
工
事

（
岐
阜
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）か
ら

山
県
Ｉ
Ｃ
に
向
か
っ
て
）

進
捗
状
況

Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
が

活
動
開
始
し
ま
し
た
。

　

I
C
周
辺
ま
ち
づ
く
り
や
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
と
行
政
が
目
指
す
べ
き
姿
を
共
有
し
、

協
働
に
よ
り
進
め
た
い
。
と
の
市
長
の
考
え
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。（
仮
称
）岐
阜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
通
は
、
2
0
2
4
年
度
に
迫
っ
て
い
て
岐
阜

大
学
、
大
学
病
院
、
岐
阜
薬
科
大
学
等
を
核
と
す

る
黒
野
地
域
一
帯
の
整
備
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
市
と
協
働
で
作
成
す
る
こ
と
が
急
が

れ
て
い
ま
す
。

　

部
会
の
構
成
は
、
連
合
会
の
役
員
、
関
係
す
る

自
治
会
長
お
よ
び
地
権
者
代
表
等
20
名
ほ
ど
で
、

相
談
役
と
し
て
、
平
野
県
議
、
黒
田
市
議
に
も
加

わ
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

8
月
25
日
に
は
、
岐
阜
市
の
総
合
政
策
課
、
企

業
誘
致
課
、 

都
市
計
画
課
か
ら
現
在
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

10
月
20
日
に
は
、

黒
野
地
域
の
将

来
像
に
つ
い
て
、

岐
阜
市
企
画
部

と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
て
早

期
に
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

賛歌「あゝ黒野城下町」の賛歌「あゝ黒野城下町」の
DVDが制作されました。DVDが制作されました。

　黒野城と加藤貞泰公研究会創立10周年記念とし
て、賛歌「あゝ黒野城下町」のDVDが制作されまし
た。昨年度の黒野まちづくり協議会総会では開会に
先立って出席者全員で合唱し、総会議事に入りまし
た。大変親しみやすい曲であり今後も機会をとらえ
て歌いつないで行きた
いものです。
　まちづくり協議会
として、今回の事業
に賛同しDVD制作
費の一部として協
賛金を提供してい
ます。


